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1謝辞を述べる
向川原さん㊧2
被表彰者の多大
な功績をたたえ
る鈴木町長

町勢功労表彰（地方自治）町勢功労表彰（地方自治） 令
和
６
年
度
町
勢
功
労
表
彰・善
行
表
彰

　

町
で
は
、
町
表
彰
条
例
に
基
づ
き
、
地

方
自
治
の
分
野
で
町
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
向
川
原
孝
さ
ん
に
功
労
賞
を
授
与
し
ま

し
た
。
ま
た
、
町
の
地
域
振
興
の
重
要
性

を
深
く
認
識
さ
れ
、
多
額
の
寄
付
を
さ
れ

た
川
村
久
史
さ
ん
に
善
行
表
彰
状
を
授
与

し
ま
し
た
。

　

向
川
原
さ
ん
と
川
村
さ
ん
は
、
11
月
22

日
に
グ
リ
ー
ン
テ
ー
ジ
で
開
催
さ
れ
た
町

勢
功
労
表
彰・
善
行
表
彰
表
彰
式
に
出
席
。

鈴
木
重
男
町
長
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。
鈴
木
町
長
は
「
町
の
発
展
に
尽

力
い
た
だ
き
、
町
民
を
代
表
し
て
感
謝
申

し
あ
げ
る
。
人
口
減
少
問
題
が
年
々
厳
し

さ
を
増
す
中
、
山
村
が
持
つ
食
料
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
の
強
み
を
生
か
し
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
や
幸
せ
を
実
感
で
き
る
町

が
永
続
的
に
実
現
で
き
る
よ
う
今
後
も
あ

ら
ゆ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
功
績
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
今
後
の

町
づ
く
り
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

被
表
彰
者
を
代
表
し
、
向
川
原
さ
ん
は

「
町
勢
の
発
展
を
願
い
、
微
力
な
が
ら
も
町

づ
く
り
の
推
進
に
力
を
尽
く
し
て
き
た
結

果
、
こ
の
よ
う
な
表
彰
を
受
け
ら
れ
大
変

光
栄
。
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
引
き
続

き
精
進
し
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
、

今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

1

向川原　孝さん（84歳・新町）

川村　久史さん（盛岡市）

2

多
大
な
功
績
を
た
た
え
表
彰

善行表彰善行表彰

町
70
周
年
記
念
事
業
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

11
月
30
日
、
葛
巻
町
70
周
年
記
念
事
業

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
宝
く
じ
文
化
公
演 

叶
正
子・
国
府
弘
子 

ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
が
葛
巻
小
学
校
体
育
館
で
開
催

さ
れ
、
約
２
１
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
が
始
ま
る
と
会
場
内
は

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
「
サ
ー
カ
ス
」
の
叶

正
子
さ
ん
の
歌
声
と
国
府
弘
子
さ
ん
の
ピ

ア
ノ
演
奏
、
東
京
オ
ー
ケ
ス
ト
ラM

IRA
I

の
奏
で
る
上
質
な
音
楽
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

曲
の
合
間
に
叶
さ
ん
と
国
府
さ
ん
は
葛

巻
町
の
ワ
イ
ン
や
乳
製
品
、
バ
イ
オ
リ
ン

学
習
の
話
題
に
触
れ
、
ト
ー
ク
で
も
会
場

を
沸
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　町勢の発展のために、多額の金員
をご寄付いただきました。

国府さんのピアノとオーケストラの演奏に
合わせて歌う叶さん

熱い拍手を送る来場者たち

　

町
は
令
和
７
年
７
月
15
日
で
町
制
施
行

70
年
を
迎
え
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
町
の
歩
ん
で
き
た
70
年
を
振
り
返
り
、

未
来
へ
向
か
っ
て
さ
ら
に
発
展
し
続
け
る

た
め
、
次
の
テ
ー
マ
の
も
と
70
周
年
を
盛

り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
メ
イ
ン
テ
ー
マ

　
「　

夢
を
つ
な
い
で
70
年

　
　
　
　
～
新
た
な
は
じ
ま
り
～
　
」

令
和
７
年
は
町
制
施
行
70
周
年

　町議会12月定例会議で、町国民健康保険税の税率改
正に係る議案が原案のとおり可決されました。
　今回の改正は、県に納める国民健康保険事業費納付
金の財源を確保するため、保険税全体でおよそ25％の
増額を図るものです。
　主な内容は、加入者個人に課税される均等割が
30,600円から34,700円へ、世帯ごとに課税される平等
割が38,800円から44,500円へ、世帯の所得額に応じて
課税される所得割が8.2％から12.3％に変更となります。
　なお、保険税の税率改正は平成20年以来、17年ぶり
となります。

国保税の税率改正案が可決国保税の税率改正案が可決
町議会12月定例会議町議会12月定例会議

国保財政健全化に向け国保運営協議会が答申国保財政健全化に向け国保運営協議会が答申

　　被保険者代表や公益代表などにより組織される国民
健康保険運営協議会（八橋博会長）では、国保財政の
健全化と県の国保運営方針に基づく保険税水準の統一
に向けて、令和４年11月から町国民健康保険税の税率
改正についての検討を行ってきました。
　こうした中、11月８日に行われた第８回国保運営協
議会において、令和７年度の国民健康保険税の税率改
正案について、町へ答申しました。

国
保
運
営
協
議
会
の
様
子

町内で７人目、佐々木チヨ子さん

　県が永年培われてきた地域の食文化や郷
土料理などに関する知識と技術の伝承者を
認定する「県食の匠」に佐々木チヨ子さん（77
歳・茶屋場）の「凍みじゃがいももち」が新
たに認定され、12月11日に盛岡市で令和６
年度県食の匠認定証書が交付されました。
　認定料理の「凍みじゃがいももち」は、佐々
木さんがかつて祖母や母親から教わった凍
みじゃがいも粉や凍みじゃがいももちの作
り方を思い出しながら、試行錯誤を繰り返
して技術を磨いた自慢の一品。今でも毎年
じゃがいもの栽培から携わって料理を作り
続け、郷土の食文化を受け継いでいます。
　佐々木さんは「自分が元気でいられる間
は、伝承活動を行いながら、先人から受け
継がれてきた伝統の味と、作物を粗末にし
ないということを伝えていきたい」と笑顔
で話し、今後の食文化の伝承活動に意欲を
見せました。

△認定を受けた佐々木さん
▷食の匠による認定料理
「凍みじゃがいももち」

　平成13年４月から令和６年３月ま
での23年間町統計調査員として活躍。
平成18年４月から平成26年３月ま
で町統計調査員協議会理事、平成26
年４月から平成28年３月まで同協議
会副会長、平成28年４月からは同協
議会長として卓越した指導力により、
町の地方自治の向上に多大な貢献を
されました。

「凍みじゃがいももち」で県食の匠に認定


